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11月４日（金）と７日（月）に開催した校長及び副校長・教頭を対象とした管理職

研修会「教職員に求められる資質能力」について、研修内容の一部を紹介します。

皆さんも、これからの教職員に共通的に求められる資質能力について、次の３点を

確認してみましょう。

教職員に求められる資質能力を確認しよう！

１つ目は、今年８月31日付け文部科学省通

知「公立の小学校等の校長及び教員としての

資質の向上に関する指標の策定に関する指針

の改正」についての内容確認です。

この文書は「教育職員免許法の改正」によ

り免許更新制が廃止されたことを受け、「研

修の記録」や「研修履歴を活用した指導助

言」などを整理したものです。

また、この通知では、「教師に求められる

資質能力」を右図の①から⑤まで、５つの柱

に整理しています。「ＩＣＴ活用」について

は、全教師必須の資質能力として捉えられて

います。

２つ目は、事務職員の標準職務表改訂につ

いてです。今年５月20日付けで茨城県の事務

職員の標準職務表が発出されました。

新たに追加した内容の例に、左図に示すも

のがあります。

これまで主に教頭が行っていた管理の一部

も、事務職員が専門性を発揮して行うように

なるところがあります。

新しい標準職務表により、学校教育目標の

達成に向けて取り組む「新たな事務職員像」

が見えてきます。

３つ目は、「危機管理」です。今回は、事例として「生徒指

導」や「子供のけが」、「学校徴収金を巡る保護者とのトラブ

ル」を取り上げ、チーム対応の在り方やトラブルの修復、学校

の立て直しについてグループで話し合いました。

学校対応の不備についての謝罪、対応の見直しや再発防止の

提案、専門機関や関係機関との相談・連携などを行いながら、

「大切な子供たちを預かっている立場としては、最後まで責任

をもち誠意をもって対応し続ける」といった意見をまとめたグ

ループもありました。

教師の覚悟、学校の覚悟が問われる時代かもしれません。 グループ協議をする管理職の先生方


